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1

現
在
の
沖
縄
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
て
ぃ
る
る
」
は
、

１
９
９
６
年
（
平
成
８
年
）
５
月
10
日
に
沖
縄
県
女
性
総
合
セ

ン
タ
ー
「
て
ぃ
る
る
」
（
運
営
：
お
き
な
わ
女
性
財
団
）
と
し

て
開
館
し
ま
し
た
。

１
９
７
５
年
の
「
国
連
婦
人
の
10
年
」
１
９
８
０
年
「
女
子

差
別
撤
廃
条
約
」
へ
の
署
名
な
ど
を
機
に
、
沖
縄
県
女
性
問
題

懇
話
会
が
１
９
８
３
年
に
「
沖
縄
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
」
の

設
立
を
当
時
の
西
銘
沖
縄
県
知
事
に
要
請
し
ま
し
た
が
、
施
設

用
地
の
確
保
や
予
算
な
ど
の
目
途
が
た
た
ず
、
セ
ン
タ
ー
建
設

は
暗
礁
に
乗
り
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
女
性
政
策
の
充
実
を

掲
げ
、
就
任
し
た
大
田
沖
縄
県
知
事
の
尽
力
に
よ
り
、
平
成
4

年
県
に
女
性
政
策
室
が
設
置
さ
れ
る
と
と
も
に
国
の
交
付
金
の

投
入
、
自
治
研
修
所
と
の
併
設
計
画
を
整
え
る
な
ど
、
セ
ン

タ
ー
建
設
の
動
き
は
一
気
に
進
展
し
ま
し
た
。

名
称
の
「
て
ぃ
る
る
」
は
琉
球
の
古
謡
い
わ
ゆ
る
神
遊
び

（
集
団
の
祭
式
舞
踊
）
に
と
も
な
う
叙
事
的
歌
謡
の
こ
と
で
、

照
り
輝
く
よ
う
な
美
し
い
こ
と
ば
と
も
解
さ
れ
て
い
ま
す
。
当

セ
ン
タ
ー
が
理
想
と
す
る
性
別
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
相
互
に
尊

重
し
、
認
め
あ
え
る
社
会
を
め
ざ
す
に
ふ
さ
わ
し
い
愛
称
と
い

う
こ
と
で
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

の
25
年

沖
縄
県
女
性
総
合
セ
ン
タｰ

「
て
ぃ
る
る
」
か
ら

沖
縄
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タｰ

「
て
ぃ
る
る
」
へ

沖
縄
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
「
て
ぃ
る
る
」
で
の
主
な
イ
ベ
ン
ト

□
「
女
性
副
知
事
サ
ミ
ッ
ト
」

（
埼
玉
県
副
知
事

坂
東
眞
理
子

氏
、

神
奈
川
県
副
知
事

室
谷
千
英

氏
、

沖
縄
県
副
知
事

東
門
美
津
子

氏
）

□
女
性
の
貧
困
を
テ
ー
マ
に
し
た

「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

（
ラ
ダ
ワ
ン
・
ウ
ォ
ン
ス
リ
ウ
ォ
ン
グ

氏
【
タ
イ
】
、

ヴ
ァ
ニ
ー
タ
・
サ
ブ
ラ
マ
ニ
ア
ム

氏
【
マ
レ
ー
シ
ア
】
、

ベ
ッ
キ
ー
・
マ
サ
キ

氏
【
ア
メ
リ
カ
】
、

デ
ッ
サ
・
ケ
サ
ダ

氏
【
フ
ィ
リ
ピ
ン
】
、

高
里
鈴
代
氏
【
沖
縄
】
）

□
女
性
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

□
女
性
問
題
に
関
す
る
啓
発
講
座

□
ア
メ
ラ
ジ
ア
ン
（※

１
）
の
実
態
調
査
な
ど

※

１
ア
メ
リ
カ
人
と
ア
ジ
ア
人
親
を
持
つ
子
ど
も

の機能

沖縄県男女共同参画センター
マスコットキャラクター
「てぃるるちゃん」

男女共同参画

社会づくり

の拠点

女性問題の的確

な把握のための

調査研究の拠点

県の幅広い

交流ネットワーク

づくりの拠点

魅力ある

地域社会づくり

を目指す

活動の拠点

の役割 の理念啓発・学習、相談、情報提供、創造・発表、交流、自立促進などの諸活動の拠点として施設を提供し、各種事
業を促進することにより、女性問題の解決を図るとともに、男女がその個性と能力を十分に発揮し、平和で豊か
な社会を共に創る男女共同参画社会の実現をめざします。

沖縄県女性総合センターから

沖縄県男女共同参画センターへ

２
０
０
１
年
に
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
て
ぃ
る
る
ち
ゃ

ん
が
誕
生
。

多様な生き方の支援

自己実現をめざす女性たちが

集まり自立のための学習研修

の機会を提供する等、女性の

多様な生き方を可能にするた

めの総合的な機能を備える。

交 流

女性をはじめ多くの県民が集

まり、知識や情報、経験を出

し合い交流することにより女

性問題の解決にむけた場をつ

くりだす。

情報集積・発信

女性問題等に関する情報の収

集・提供などを行うとともに、

社会環境の変化によって生じ

る女性問題の的確な把握、課

題解決にむけた調査研究を行

う。

女性の自立促進

男女が共に自立し、その能力

が十分に発揮され自己実現を

図るための相談、啓発学習、

経済的自立の促進などを通し

て女性の自立を促進する。

社会参画の促進

男女が平等の立場で社会のあ

らゆる分野に積極的に参画し、

個性と能力に応じた活動がで

きるよう人材育成やネット

ワークづくりなどを通して、

女性の社会参画を促進する。

男女共生の促進

男女が共に個性を尊重し合い、

多様な人生選択が可能な社会

づくりのため意識啓発等を行

うことにより男女共生社会の

実現を図る。
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沖縄県男女共同参画センター「てぃるる」図書
情報室は、女性の地位向上、男女共同参画社会
づくりをめざして、女性問題に関する図書、AV
資料、行政資料、県内外の女性関連施設概要、
紀要、専門誌（紙）などの収集・提供を行う専
門図書室です。

●時 間：火曜日〜土曜日 9：00〜20：00、日曜日 9：00〜17：00
●休室日：毎週月曜日（休館日）、毎月第1水曜日（室内整理日）、

2月1日〜2月15日（特別整理期間）、12月29日〜1月3日（年末年始）

指
定
管
理
制
度
の
導
入

２
０
０
６
年
に
指
定
管
理
制
度
が
導
入
さ
れ
、
沖
縄
県
女
性

総
合
セ
ン
タ
ー
「
て
ぃ
る
る
」
か
ら
沖
縄
県
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
「
て
ぃ
る
る
」
へ
と
名
称
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
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3/8
国 際

女性デー

要請項目一覧 提出団体

１

母子及び父子家庭等医療費助成事業の給付方法を償還払いから現物給付へ変更するこ
と並びに寡婦の医療費助成制度の実施に対する要請

沖縄県母子寡婦福祉連合会
一、母子及び父子家庭等医療費助成の給付方法を自動償還払いから現物給付への変更を求

めます
一、寡婦の医療費助成制度の実施を求めます

２

女性の地位向上のために選択的夫婦別姓制度の実現を求める要請

新日本婦人の会沖縄県本部
一、選択的夫婦別姓制度を早期に導入すること。そのための法整備に着手すること
一、最高裁は同姓を義務づけている民法規定を「合意」とした判決を早期に見直すこと
一、「女性差別撤廃条約選択的議定書」を早期に批准すること。県は国に対し同議定書に

批准を促すこと
一、県議会は選択的夫婦別姓制度を求める意見書を国に対して提出すること

３

クオータ制の導入を早急に進めるための要請

I女性会議沖縄県本部
一、国会（衆議院・参議院）において男女平等を実現するためにどちらの性も40％をく

だらないようなクオータ制の導入を早期に実現すること
一、全国知事会でクオータ制の導入を早期に実現するために国会に要請すること
一、全国議長会でクオータ制の導入を早期に実現するために国会に要請すること
一、県の条例でクオータ制の導入をできないか検討すること
一、各政党の立候補についてどちらかの性が40％を下がらないように配慮すること

４

選挙管理委員会における女性委員の選出についての要請

沖縄県職員退職者会女性部

一、県における選挙管理委員について女性委員を選出すること

５

新型コロナウィルス感染症の流行のもとで女性の貧困を救済し、女性が働き続けるこ
とができる施策の拡充を求める要請

沖縄県母親大会連絡会
一、緊急事態宣言の下での自粛要請は十分な補償と一体を原則とすること
一、PCRなどの検査体制を抜本的に強化すること
一、コロナ禍において女性が仕事と子育て、生活を安心して続けられるよう十分な支援を

行うこと
一、大幅な賃金の引き上げを行うこと。生業も生活もできる全国一律の最低賃金を制度と

して設けること

国
連
は
１
９
７
５
年
の
国
際
婦
人
年
の
は
じ
ま
り
に
合
わ
せ
て
、

3
月
8
日
を
「
国
際
女
性
デ
ー
」
と
制
定
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。
「
国
際
女
性
デ
ー
」
は
国
際
的
な
婦
人
解
放
の
記
念
日
で
あ

り
、
世
界
的
規
模
で
行
わ
れ
る
女
性
の
政
治
的
解
放
を
目
ざ
す
統

一
行
動
日
に
な
り
ま
す
。

「
国
際
女
性
デ
ー
」
に
合
わ
せ
、
沖
縄
県
女
性
団
体
連
絡
協
議

会
は
3
月
7
日
に
「
第
42
回

３
・
８
国
際
女
性
デ
ー
沖
縄
県
集

会
」
を
沖
縄
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

沖
縄
県
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
は
、
１
９
８
７
年
、
婦
人
団
体

連
絡
協
議
会
の
再
建
呼
び
か
け
の
も
と
、
「
婦
人
団
体
連
絡
協
議

会
（
第
三
次
）
」
と
し
て
発
足
し
、
現
在
は
22
の
女
性
団
体
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
50
年
以
上
の
活
動
を
と
お
し
な
が
ら
県
内
は

も
と
よ
り
、
県
外
、
海
外
も
視
野
に
入
れ
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
な
が
ら
、
女
性
が
力
を
発
揮
で
き
る
社
会

づ
く
り
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
集
会
に
お
い
て
、
5
団
体
が
、
医
療
費
助
成
や
女
性
の
地

位
向
上
の
た
め
に
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
実
現
、
ク
オ
ー
タ
制

の
導
入
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
け
る
女
性
委
員
の
選
出
、
女
性

が
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
施
策
の
拡
充
な
ど
の
要
請
を
県
知

事
や
国
会
、
県
議
会
な
ど
宛
て
に
提
出
し
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

（
以
下
、
要
請
項
目
一
覧
）



令和２年度

「てぃるる塾」報告会・閉講式
「てぃるる塾出前講座」終了しました！

『てぃるる塾』では、様々なライフステージの中で

自分の持てる能力を最大限発揮するため、ネット

ワーク、マネジメント力、論理的思考力等を伸ばし、

職場、家庭、地域のあらゆる場で活躍できる人材を

育てます。さらに、塾生同士で刺激し合いながら学

び、講座終了後も支え合う仲間となっていくネット

ワークづくりを目指します。

Ⅱ『てぃるる塾』の目指すところ

4

玉城知事を塾長として、令和元年度からスタートした女性人材育成講座「てぃるる塾」。今年度は、22名の塾

生が修了しました。また、令和２年度に初めて開催された、「てぃるる塾出前講座in名護」では24名の女性が参

加し、「てぃるる塾出前講座in宮古」はYouTubeの動画配信に変更し開催されました。

Ⅱ課題検討結果報告会の様子

Ⅱ「てぃるる塾出前講座」の様子

グループごとに課題検討結果報告を行いました。女性

が自分らしく働き続けるキャリア形成の実現に向け、夫

婦間で家事や育児の分担を話し合う必要性や、教育や企

業、行政の支援の在り方についてなどを提言しました。

グループ名 課題検討テーマ

1 ｳｰﾏﾝｽﾃｰｼﾞ 「ｷｬﾘｱｱｯﾌﾟと育児の両立」

2 女性ｷｬﾘｱ実現党 「ﾜﾀｼが変わる・そして沖縄を変える」

3 ﾊｯﾋﾟｰ∞（ｴｲﾄ） 「私らしい幸せなｷｬﾘｱｱｯﾌﾟ」

「てぃるる塾」報告会の様子 てぃるる1階 ホール

9月17日（木）に沖縄県北部合同庁舎で開催され、24

名の受講生がワークを通しながら、ジェンダー＆ダイ

バーシティやロジカル＆コミュニケーションなどを学び

ました。12月11日（金）には沖縄県宮古合同庁舎で開

催予定でしたが、新型コロナウイルス感染拡大の影響に

より、YouTubeでの動画配信に変更となりました。配信

期間は1月30日から9日間の配信期間中に、延べ53回の

視聴がありました。

Ⅱ閉講式の様子
第2期てぃるる塾の閉講式を無事に迎えることが出来

ました。塾長のあいさつ後、修了証書を各グループの

リーダーに授与しました。その後、第2期てぃるる塾生

を代表し、具志堅真弓さんが挨拶を行いました。最後に

（公財）おきなわ女性財団理事長 大城貴代子が閉会の

挨拶を述べ、令和2年度「てぃるる塾」が幕を閉じまし

た。

塾長より修了証書授与 塾生代表挨拶 具志堅真弓

「てぃるる塾出前講座in名護」 YouTubeでの動画配信



沖縄県男女共同参画センター「てぃるる」図書情報室は、

女性の地位向上、男女共同参画社会づくりをめざして、女性問

題に関する図書、AV資料、行政資料、県内外の女性関連施設

概要、紀要、専門誌（紙）などの収集・提供を行う専門図書室

です。社会環境の変化に伴い生じる女性問題の的確な把握、課

題解決に向けた調査・研究の場、情報発信の場として、県民の

様々な活動を支援します。

●時 間：火曜日〜土曜日 9：00〜20：00、 日曜日 9：00〜17：00
●休室日：毎週月曜日（休館日）、毎月第1 水曜日（室内整理日）、2月1日〜2月15日（特別整理期間）

12月29日〜1月3日（年末年始）
●借りる：住所・氏名の確認できるもの（運転免許証・健康保険証・学生証）などをご持参ください。

沖縄県内在住の方であればご利用できます。
●期 間：１人10冊まで、２週間。

※ 雑誌は最新号以外を借りることができます。
※ 行政資料・館内ラベルの資料は室内閲覧のみになります。

●問い合わせ：沖縄県男女共同参画センター TEL 098-866-9090（代）

ご利用方法

てぃるる図書情報室のご案内

1904年、ニューヨークで婦人参政権を求めたデモが起源となり、国連によって1975年に３月８日は「国際女性

デー」として制定されました。国際女性デーは、すばらしい役割を担ってきた女性たちによってもたらされた勇気と決

断を称える日。日本では女性の生き方を考える日として、全国で国際女性デーを展開しています。今回は、すばらしい

女性たちのおすすめの本を３冊ご紹介します。

※上記の資料だけではなく、「沖縄」に関する資料収集も行っています。

３月８日は国際女性デー

５

沖縄で多くの女性たちが「女性の地位向
上」を目指して様々な活動を展開してい
たことが分かる一冊。戦後の青空教室で
子ども達を教育した女性、保健医療に従
事した女性、あらゆる面で戦後の沖縄を
支えてきた女性たちの事がわかる貴重な
資料です。

時代を変えた「第一号」女たちの闘いの
時代史。今よりも女性の世界は狭く大変
な時代の中、その状況に我慢せず各界の
天井を突き破り、道を作ってきた第一号
の女性たち。働く女性や専業主婦、男性
にも読んでもらいたい一冊です。

「大人になったら、何になりたい？」モ
デル・大統領・活動家・科学者・海賊？
女の子だってどんな夢をもってもいいと
背中を押してくれる、１００人の素敵な
女性を紹介している本、子どもだけじゃ
なく大人も楽しめる一冊です。

戦後50年
おきなわ女性のあゆみ

日本の天井
世界を変えた
１００人の女の子の物語

「戦後50年おきなわ女性のあゆみ」
編集委員会 (編)

石井 妙子 (著) エレナ・ファヴィッリ (著)
フランチェスカ・カヴァッロ(著)
芹澤恵 (翻訳)

国際女性デーは別名「ミモザの日」とも言います。イタリア
では男性が日頃の感謝を込めて、身近な女性にミモザを
送ります。



事業報告 （公財）おきなわ女性財団

実施日：2月18日（木）
講 師：第１部：鎌田 晋 氏（真喜屋法律事務所 弁護士）

第２部：前小屋 千絵 氏（外務省領事局ハーグ条約室 ケースオフィサー）
場 所：Zoomでオンライン講座
内 容：国際結婚や離婚を考えたときに知っておきたい法やルール、ハーグ条約

についてわかりやすく解説していただいた。

【第２回相談員研修】後悔しないために知っておきたい国際結婚・離婚、ハーグ条約
第１部：後悔しない国際結婚・離婚 第２部：知っておきたいハーグ条約

６

【ＤＶ防止啓発講座】ＤＶ防止法改正と課題～若年層を取り巻くデートＤＶ被害～

実施日：１月29日（金）
講 師：矢野 恵美 氏（琉球大学大学院法務研究科 教授）
場 所：Zoomでオンライン講座
内 容：ＤＶやデートＤＶの現状や特徴を解説した上で、「配偶者からの暴力の防止及び被

害者の保護等に関する法律（ＤＶ防止法）」の2017年改正、2019年一部改正のポ
イントと課題について過去の事例を挙げながら分かりやすく教えていただきました。

【第２回健康教室】「免疫力をアップさせよう！ヨーガ教室」

実施日：２月27日（土）
講 師：又吉 真記 氏

（ヨーガインストラクター・健康運動指導士・M’s Fitness主宰 ）
場 所：てぃるる１階 ホール
内 容：リラックスする音楽を流しながら、椅子に座った状態でゆっくりと身体

を動かしながら、自己免疫力を上げるために呼吸法を中心に実技を行った。

新型コロナウイルス感染の拡大に伴い延期・中止となった講座

令和3年4月24日に延期になりました！【ワークライフバランス講座】「見える化で家族の時間をつくり出す！」
日にち：１月23日（土）
場 所：てぃるる３階 研修室1・2 
講 師：石垣 あきえ 氏（沖縄片付けLabo）

中止【第２回健康講座】「知っておくとイイ！みんなの気になる尿トラブル」
日にち：2月20日（土）
場 所：てぃるる３階 研修室1・2 
講 師：町田 典子氏（ちばなクリニック泌尿器科・中部徳州会病院非常勤講師）

中止【男女共同参画講座】「男女共同参画で築くまちづくり」
日にち：2月25日（木）
場 所：嘉手納町役場
講 師：垣花 みち子（（公財）おきなわ女性財団 常務理事）

4/24（土）

■共催■ 女性の健康週間「市民公開講座」YouTubeオンラインセミナー

実施日：３月６日（土）
講 師：開会／閉会挨拶：銘苅 桂子 氏（琉球大学病院 周産母子センター 教授）

講演１：「女性ホルモンと更年期」赤嶺 こずえ 氏（琉球大学病院 周産母子センター 助教）
講演２：「更年期以降の女性の骨盤臓器脱と尿失禁について」芦刈 明日香 氏（琉球大学病院 腎泌尿器外科 助教）
講演３：「女性の骨粗しょう症対策について」高江洲 美香 氏（中部徳州会病院 整形外科 部長）

場 所：てぃるる３階 研修室より配信
共 催：沖縄産婦人科学会、公益財団法人おきなわ女性財団、大塚製薬株式会社ニュートラシューティカルズ事業部

矢野 恵美 氏

鎌田 晋 氏

又吉 真記 氏 講座風景

【ジェンダーを考える教室】ジェンダーを考える教室in沖縄国際大学

実施日：１月７日（木）
講 師：新垣 誠 氏（沖縄キリスト教学院大学人文学部長）
場 所：沖縄国際大学新３号館305号室
内 容：ジェンダーやジェンダー規範などを「国際社会」と「家庭の中の話」の２つの視点から解説し、多様性を前提にみんなが

暮らしやすいまちをつくっていくためにはマイノリティの視点を持つことが大切だと学生に話しました。

【ＤＶ防止啓発講座】ＤＶ防止法改正と課題～若年層を取り巻くデートＤＶ被害～

に延期
募集中



当財団の活動に賛同し、一緒に歩んでくださるみなさまのご入会をお待ちしております。

頂いた会費は各種事業などに活用させていただきます。

●特 典：情報誌「てぃるるちゃんがいく！」や講演会・講座情報などを文書にてお届けいたします。

講演会や講座等へ優先的に参加、当財団が主催する有料講座は会員価格で受講できます。

●年会費：個人会員：3,000円 学生会員：2,000円 団体会員：10,000円

※新規は、入会時期（申込日）により金額が異なります。

（公財）おきなわ女性財団（098-868-3717）までお問合せください。

～賛助会員入会・継続のご案内～

7

沖縄県男女共同参画センター「てぃるる」 〒900-0036 沖縄県那覇市西3-11-1

発行： 公益財団法人おきなわ女性財団
TEL：098-868-3717 FAX：098-863-8662

HP：https://www.okinawajosei.org/

沖縄県男女共同参画センター管理運営団体
TEL：098-866-9090 FAX：098-866-9088

HP：http://www.tiruru.or.jp/

発行月：令和3年3月

表紙写真 大屋玲奈

女性相談
℡：098-868-4010

国際女性相談
℡：098-880-3402

男性相談
℡：098-868-4011

日時 火曜～土曜 10：00～17：00 日曜と月曜 10：00～16：00

相談方法 電話／面接（面接は予約が必要です。）
女性からの相談を女性の相談員がお受けします。 電話

男性からの相談を男性の相談員がお受けし
ます。
※ 相談は、電話相談のみとなります。

特別相談（予約が必要です。）
専門家による面接相談

◆法律相談（月2回）
◆こころの健康相談（月1回）

特別相談（予約が必要です。）
専門家による面接相談

◆国際法律相談（週1回）

相談内容 女性が抱える家庭や職場での人間関係、
生き方、心や体の悩みなどの相談をお
受けします。

外国人との結婚・離婚など様々な
問題に関する相談をお受けします。

男性が抱える家庭や職場での人間関係、
生き方、心や体の悩みなどの相談を電話
でお受けします。

お休み 毎週日曜と月曜、年末年始（12/29～1/3）
祝日にあたる月曜、年末年始（12/29～
1/3）

～てぃるる相談室～ 沖縄県男女共同参画センター「てぃるる」では相談窓口を開設しています。
相談料は無料（通話料は相談者負担）、秘密（プライバシー）を固く守ります。

知っていますか？

ハーグ条約の正式名称は、「国際的な子の奪取の民事上の側面に関する条約」

です。日本では2014年4月に条約が発効し、現在、世界で100か国を超える国

がハーグ条約を締結しています。ハーグ条約では、一方の親による国境を越えた

子の不法な連れ去り又は留置（子どもを連れて外国に行き，約束した期限を過ぎ

ても子どもを元々住んでいた国に帰さないこと）に関し、主に以下の２つについ

ての国際協力の枠組みと子どもの利益を重視した運用を定めています。

①子どもの返還

一方の親の同意を得ないまま、

連れ去られた又は留置された子どもを元々住んでいた国に戻す。

②子どもとの面会交流

別々の国にいる親と子どもの面会交流の機会を確保する。

ハーグ条約

沖縄県では、「日米結婚・離婚・子ど

ものためのハンドブック」2020年度

改訂版を2021年2月に発行しました。

2001年の初版から
4回目の改訂となります。

発行：
沖縄県子ども生活福祉部
女性力・平和推進課

編集：
公益財団法人おきなわ女性財団


